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1 はじめに
前稿（伊藤博文，2010）では，韓国人日本語学習者は平板型アクセントの語を頭高型アクセントで
発音する傾向があり，平板型アクセントと頭高型アクセントの区別には特に注意が必要であると述べ
た。また，起伏式アクセントを平板型アクセントで発音する傾向も指摘した。
このことから，学習初期から特に平板型アクセントと頭高型アクセントの違いを意識させ定着させ
る指導方法が必要であると述べた。
2 研究の目的
本稿では，前稿に引き続き，韓国人日本語学習者に対するアクセント指導方法を開発するための基
礎調査として，特に頭高型アクセントに重点を置き，単音の面から考察し，韓国人日本語学習者が発
音する誤った日本語アクセントの傾向をさらに分析することを目的とした。
3 研究の方法
前稿と重複する部分もあるが，方法の概要を以下に述べる。
筆者は，昭和女子大学で日本語教育を担当し，留学生に対して主に発音指導（アクセントの練習だけ
ではなく，特殊拍，日本語の単音の練習も含む）を行っている。その日本語の授業は，放映されたドラマ
の女性の台詞を題材に，それを模倣することによって日本語の発音全般の練習をしようとするもので
ある。
その方法を簡単に述べると，①練習すべき台詞を書いたハンドアウトを見ながら，モデルの発音を
聞く，②モデルに続きクラス全体（韓国人学習者だけではなく，他の国籍の学習者もいる）で発音する，
③台詞を見ながら一人ずつ発音するときに，不十分な点を矯正する（ここまでは教室作業），④個別に
発音練習と矯正を行う，⑤練習した台詞を課題として録音し提出する。ただし，録音する前に，モデ
ルを聞くこと，モデルと同時に発音する練習を行う。その後，⑥提出された録音を筆者が聞き，矯正
すべき点を学習者に提示し，練習する。
今回の調査で使用したデータは，上記⑤で提出された録音を使用した。つまり，データとして採用
したものは，モデルを聞くこと，モデルに続いて発音すること，モデルと同時に発音することを行っ
た上で提出されたものである。
データ収集期間と人数:2008年4月～7月……4名
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学習者の出身とレベル:10名全員ソウル出身，上級
録音提出回数:各期14回
1回あたりの録音量:10～20文
データ抽出方法:提出された学習者の録音を筆者が聞き，台詞のアクセントとは異なる部分を抽出し
た。PCの音声分析ソフトなどは使用していない。抽出した部分は，名詞に限らず，
動詞，副詞，形容詞，形容動詞，接続詞，助詞も含む。
4 結果と考察
以下，平板型アクセントを，頭高型アクセントを①，中高型アクセントの場合は，アクセント核
の位置が2拍目，3拍目，4拍目それぞれに応じて②，③，④と表記する。
4－1 データ数
得られたデータ中，誤ったアクセントで発音されたものは，10名で合計237語であり，その内
②③④が誤って①で発音されたものは81語，①が誤って他の型で発音されたものは40語であった。
また，正しく①で発音されたものは70語であった。
4－2 誤って①で発音された語（資料，表1参照）
4－2－1 元のアクセント型（数字はデータ数を表す。以下同様。）
:46 ②:14 ③:18 ④:3
4－2－2 1拍目の調音法
母 音:16 ＝ 「あ」:4「い」:8「う」:0「え」:0「お」:4
接近音:6 ＝ 「や」:2「よ」:4
破裂音:20 ＝ 両唇音:0
歯茎音:5（無声:2，有声:3）
軟口蓋音:15（無声:13，有声:2）
摩擦音:21 ＝ 両唇音:2（無声:2，有声:0）
歯茎音:11（無声:11，有声:0）
後部歯茎音:3（無声:3，有声:0）
硬口蓋音:0
声門音:5（無声:5，有声:0）
鼻 音:11 ＝ 両唇音:6（無声:0，有声:6）
歯茎音:5（無声:0，有声:5）
破擦音:7 ＝ 歯茎音:2（無声:2，有声:0）
後部歯茎音:5（無声:4，有声:1）
弾 音:0
合 計:81
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4－2－3 1拍目の調音点
母 音:16 ＝ 同上
接近音:6 ＝ 同上
両唇音:8 ＝ 摩擦音:2 鼻音:6
歯茎音:23 ＝ 破裂音:5 摩擦音:11 鼻音:5 破擦音:2
後部歯茎音:8＝ 摩擦音:3 破擦音:5
硬口蓋音:0 ＝ 0
軟口蓋音:15 ＝ 破裂音:15
声門音:5 ＝ 摩擦音:5
合 計:81
4－3 正しく①で発音された語（資料，表2参照）
4－3－1 1拍目の調音法
母 音:13 ＝ 「あ」:4「い」:6「う」:1「え」:1「お」:1
接近音:3 ＝ 「よ」:1「わ」:2
破裂音:25 ＝ 両唇音:1（無声:0，有声:1）
歯茎音:11（無声:3，有声:8）
軟口蓋音:13（無声:12，有声:1）
摩擦音:9 ＝ 両唇音:0
歯茎音:7（無声:7，有声:0）
後部歯茎音:0
硬口蓋音:0
声門音:2（無声:2，有声:0）
鼻 音:13 ＝ 両唇音:7（無声:0，有声:7）
歯茎音:6（無声:0，有声:6）
破擦音:6 ＝ 歯茎音:1（無声:0，有声:1）
後部歯茎音:5（無声:4，有声:1）
弾 音:1 ＝ 歯茎音:1（無声:0，有声:1）
合 計:70
4－3－2 1拍目の調音点
母 音:13 ＝ 同上
接近音:3 ＝ 同上
両唇音:8 ＝ 破裂音:1 鼻音:7
歯茎音:26 ＝ 破裂音:11 摩擦音:7 鼻音:6 破擦音:1 弾音:1
後部歯茎音:5＝ 摩擦音:0 破擦音:5
硬口蓋音:0 ＝ 0
軟口蓋音:13 ＝ 破裂音:13
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声門音:2 ＝ 摩擦音:2
合 計:70
5 まとめ
韓国人日本語学習者のアクセントについて，福岡（2006）は，語頭に無声破裂音があると「HL」
（高低）型になる傾向があると指摘している。本調査でも，誤って①で発音されたものに同様の傾向
があるが，特に無声軟口蓋破裂音にその特徴が見られた。さらに，無声歯茎摩擦音と「あ」「い」「お」
の母音でも①になる傾向が見られた。
正しく①で発音された語でも，無声軟口蓋破裂音，無声歯茎摩擦音が多く，このことからも，上記
の内容に矛盾はない。
しかしながら，アクセント指導の面から考えれば，無声破裂音と無声摩擦音で始まる語には，①と
①以外の語があり，その区別の提示の仕方と矯正の方法は，今後の課題となるであろう。
疑問詞（どっちに，どれほど，どうして，どうする，どこ）の有声歯茎破裂音については，正しく①で
発音され，学習者に正しく定着していることが分かる。
6 おわりに
前稿の調査は，韓国人日本語学習者が発音する誤アクセントの傾向をむものであったが，本稿で
は，それを受けて，頭高型アクセントの1拍目の単音を分析することによって，誤って①で発音した
ものと正しく①で発音したものを比較した。
今回の結果から，効果的な①の提示方法を開発し，さらにレディネスとして音の高低の感覚調査を
進め，韓国人日本語学習者またはアクセント感覚に乏しい学習者に対するアクセント指導法を開発す
ることが課題となる。
資 料
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学習者 誤アク 語 正アク 1拍目の発音
2 ① よんだ（呼んだ）  接近 よ
2 ③ まってた ① 鼻音 両唇 有 あ
3 ① どくしん  破裂 歯茎 有 お
3 ① きて（着て） ② 破裂 軟 無 い
3 ① ことしの ② 破裂 軟 無 お
3 ① たべると ② 破裂 歯茎 無 あ
3 ① つぎに ② 破擦 歯茎 無 う
3 ① ねがった ② 鼻音 歯茎 有 え
3 ① あたしたち ③ 母音 あ
3 ① おとこ ③ 母音 お
3 ① はなし ③ 摩擦 声門 無 あ
3 ① みんな ③ 鼻音 両唇 有 い
3 ① やめた ③ 接近 や
3 ② たべてる ① 破裂 歯茎 無 あ
学習者 誤アク 語 正アク 1拍目の発音
1 ① ごうコン  破裂 軟 有 お
1 ① さいたん  摩擦 歯茎 無 あ
1 ① じかんに  破擦 後 有 い
1 ① しょうちょう  摩擦 後 無 お
1 ① すいた  摩擦 歯茎 無 う
1 ① せいふく  摩擦 歯茎 無 え
1 ① めちゃくちゃ  鼻音 両唇 有 え
1 ① よっぽど  接近 よ
1 ① よんだ（呼んだ）  接近 よ
2  こんや ① 破裂 軟 無 お
2  じんせい ① 破擦 後 有 い
2 ① ちょうど  破擦 後 無 お
2 ① みんな  鼻音 両唇 有 い
2 ① やめた  接近 や
表1 学習者別の①に関する誤ったアクセント型
（誤アク:誤って発音されたアクセント型 正アク:元の語の正しいアクセント型）
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学習者 誤アク 語 正アク 1拍目の発音
4  いらい（以来） ① 母音 い
4  きせつ ① 破裂 軟 無 い
4  きないは ① 破裂 軟 無 い
4  ドラマ ① 破裂 歯茎 有 お
4 ① しごと  摩擦 後 無 い
4 ① せんぱい  摩擦 歯茎 無 え
4 ① だけは ② 破裂 歯茎 有 あ
4 ② うけてる ① 母音 う
4 ② サロン ① 摩擦 歯茎 無 あ
4 ② よかった ① 接近 よ
4 ③ だれでも ① 破裂 歯茎 有 あ
5  ねぎ ① 鼻音 歯茎 有 え
5  まだ ① 鼻音 両唇 有 あ
5 ① けっこんに  破裂 軟 無 え
5 ① こういしょう  破裂 軟 無 お
5 ① せんぱい  摩擦 歯茎 無 え
5 ① そうとう  摩擦 歯茎 無 お
5 ① ひとに ② 摩擦 声門 無 い
5 ① インチキ ④ 母音 い
5 ② そろそろ ① 摩擦 歯茎 無 お
5 ③ そろそろ ① 摩擦 歯茎 無 お
6 ① いっしょう  母音 い
6 ① いった（言った）  母音 い
6 ① きて（着て）  破裂 軟 無 い
6 ① なんとも  鼻音 歯茎 有 あ
6 ① つぎに ② 破擦 歯茎 無 う
6 ① おとこに ③ 母音 お
6 ① かいけいし ③ 破裂 軟 無 あ
6 ① だいきぎょう ③ 破裂 歯茎 有 あ
6 ① みんな ③ 鼻音 両唇 有 い
6 ① ちょうどいい ④ 破擦 後 無 ちょ
6 ② たべた ① 破裂 歯茎 無 あ
7  ねぎ ① 鼻音 歯茎 有 え
7  まだまだ ① 鼻音 両唇 有 あ
7  よく ① 接近 よ
7 ① かんじ（感じ）  破裂 軟 無 あ
7 ① きて（着て）  破裂 軟 無 い
7 ① けいけんしてる  破裂 軟 無 え
7 ① せんぱい  摩擦 歯茎 無 え
7 ① たいへん  破裂 歯茎 無 あ
7 ① なんとも  鼻音 歯茎 有 あ
7 ① ふったおとこ  摩擦 声門 無 う
7 ① いくわよ ② 母音 い
7 ① いった（言った） ③ 母音 い
7 ② あるさ ① 母音 あ
7 ② たべた ① 破裂 歯茎 無 あ
7 ② なかった ① 鼻音 歯茎 有 あ
学習者 誤アク 語 正アク 1拍目の発音
7 ③ まってた ① 鼻音 両唇 有 あ
8 ① かんぺきに  破裂 軟 無 あ
8 ① せんぱい  摩擦 歯茎 無 え
8 ① なんとも  鼻音 歯茎 有 あ
8 ① おとこは ③ 母音 お
8 ② ママの ① 鼻音 両唇 有 あ
8 ② よかった ① 接近 よ
8 ③ じじつを ① 破擦 後 有 い
8 ③ どうなった ① 破裂 歯茎 有 お
8 ③ りょうりを ① 弾音 歯茎 有 りょ
9  うんめい ① 母音 う
9  きょうの ① 破裂 軟 無 きょ
9  けいりを ① 破裂 軟 無 え
9  どうなった ① 破裂 歯茎 有 お
9  ねぎ ① 鼻音 歯茎 有 え
9 ① いっしょう  母音 い
9 ① きて（着て）  破裂 軟 無 い
9 ① ごうコン  破裂 軟 有 お
9 ① しょくよく  摩擦 後 無 お
9 ① せとぎわに  摩擦 歯茎 無 え
9 ① そうとう  摩擦 歯茎 無 お
9 ① なまえは  鼻音 歯茎 有 あ
9 ① ひとに  摩擦 声門 無 い
9 ① いくわよ ② 母音 い
9 ① かみは（髪は） ② 破裂 軟 無 あ
9 ① ふゆが ② 摩擦 両唇 無 う
9 ① みせ ② 鼻音 両唇 有 い
9 ① あさごはん ③ 母音 あ
9 ① あんなの ③ 母音 あ
9 ① おとこは ③ 母音 お
9 ① はなしは ③ 摩擦 声門 無 あ
9 ① みんな ③ 鼻音 両唇 有 い
9 ① ちょうどいい ④ 破擦 後 無 ちょ
9 ③ あつめの ① 母音 あ
10  いしき ① 母音 い
10  じじつを ① 破擦 後 有 い
10  そろそろ ① 摩擦 歯茎 無 お
10  どうなった ① 破裂 歯茎 有 お
10 ① しゅっしんは  破擦 後 無 しゅ
10 ① そんな  摩擦 歯茎 無 お
10 ① ふったおとこ  摩擦 両唇 無 う
10 ① よんだ（呼んだ）  接近 よ
10 ① いくわよ ② 母音 い
10 ① あんなの ③ 母音 あ
10 ① きっぱり ③ 破裂 軟 無 い
10 ② あるさ ① 母音 あ
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語 文 頭 品 詞 1拍目の発音
よわかった 接近 よ
ワカバちゃん ・ 接近 わ
わるくなる 接近 わ
レストラン 弾音 歯茎 有 え
チーフ 破擦 後 無 い
チェック ・・ 破擦 後 無 ちぇ
チュー 破擦 後 無 ちゅ
ちょっと ・ 破擦 後 無 ちょ
ジンノ ・ 固有名詞 破擦 後 有 い
ずるずる ・・ 破擦 歯茎 有 う
たてて 破裂 歯茎 無 あ
てを（手を） 破裂 歯茎 無 え
とうとう 破裂 歯茎 無 お
デート 破裂 歯茎 有 え
でてこない 破裂 歯茎 有 え
でも ・ 接続詞 破裂 歯茎 有 え
どうして ・・ 疑問詞 破裂 歯茎 有 お
どうする ・・ 疑問詞 破裂 歯茎 有 お
どこ ・・ 疑問詞 破裂 歯茎 有 お
どっちに ・・ 疑問詞 破裂 歯茎 有 お
どれほど ・・ 疑問詞 破裂 歯茎 有 お
かくご 破裂 軟 無 あ
きせきが 破裂 軟 無 い
きぶんが ・ 破裂 軟 無 い
くんれん 破裂 軟 無 う
けいひ 破裂 軟 無 え
けっこう ・・ 破裂 軟 無 え
こうきな ・・ 破裂 軟 無 お
こえ ・・ 破裂 軟 無 お
こそこそ ・・ 破裂 軟 無 お
こんど ・ 破裂 軟 無 お
きょう ・・ 破裂 軟 無 きょ
きょうは ・ 破裂 軟 無 きょ
がつがつした 破裂 軟 有 あ
ばれたら 破裂 両唇 有 あ
なる 鼻音 歯茎 有 あ
なんか ・・ 疑問詞 鼻音 歯茎 有 あ
なんだか 疑問詞 鼻音 歯茎 有 あ
なんて ・ 疑問詞 鼻音 歯茎 有 あ
表2 正しく①で発音された語
（文頭:・＝文頭の語 ・・＝文中のポーズ後の語）
語 文 頭 品 詞 1拍目の発音
にじゅう 鼻音 歯茎 有 い
ねえ ・ 間投詞 鼻音 歯茎 有 え
まあ ・ 間投詞 鼻音 両唇 有 あ
まさか ・・ 鼻音 両唇 有 あ
マジ ・・ 鼻音 両唇 有 あ
まぢかに 鼻音 両唇 有 あ
まって ・・ 鼻音 両唇 有 あ
もう ・ ・・ 鼻音 両唇 有 お
もし ・ 鼻音 両唇 有 お
ああ ・ 間投詞 母音 あ
あったの 母音 あ
あとで 母音 あ
あんた ・ ・・ 母音 あ
いい ・・ 母音 い
いいじゃない ・ 母音 い
いくら ・ 疑問詞 母音 い
いつか ・・ 疑問詞 母音 い
いま ・・ 母音 い
いんちょうふじん ・・ 母音 い
うん ・ 間投詞 母音 う
ええ ・ 間投詞 母音 え
オースケさん ・・ 母音 お
さいごの 摩擦 歯茎 無 あ
さっきから ・・ 摩擦 歯茎 無 あ
サラダ 摩擦 歯茎 無 あ
スッチー ・・ 摩擦 歯茎 無 う
すんで 摩擦 歯茎 無 う
そうだよね ・・ 間投詞 摩擦 歯茎 無 お
そっかあ ・ 間投詞 摩擦 歯茎 無 お
はやく 摩擦 声門 無 あ
ヒガシ ・・ 固有名詞 摩擦 声門 無 い
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